
災災害害をを防防ぐぐ、、環環境境をを守守るる
－－土土のの力力学学かからら生生活活環環境境ままでで－－

豪雨や地震などによる土砂災害、地すべり、地盤沈下などに対する防災・減災のために、土

の強度や変形特性に関する基礎的な研究を実施しています。また、水質汚濁や悪臭が問題と

なる閉鎖性水域の水質・底質浄化対策のために、室内実験や諏訪湖などにおける現地調査お

よび実証実験にも取り組んでいます。さらに、地盤から放射性物質を除染する技術や環境修

復に関する研究も行っています。これらは，多くの民間企業との共同研究として実施されて

おり、省庁や民間団体が企画した研究プロジェクトなどにも参画しています。

九州大学工学部助手、信州

大学工学部助手、助教授を

経て、現職。主な研究分野

は、軟弱地盤の改良技術、

閉鎖性水域の水質・底質浄

化対策、化学物質の新たな

適用など。

教教授授梅梅崎崎 健健夫夫

大学入学共通テスト（当時は共通一次試験）、得意なはず

の数Ⅰの１問目、logの計算が解けず頭が真っ白になりまし

た。焦りから次も次も解けません。そこで、最後の問題か

ら逆に解答して行き、解答を済ませましたが、単純な計算

ミス等で80点失いました。当時の人気学科を「あっさり

と」諦め、祖父母の家から通える大学の土木工学科に入学

しました。地盤工学を選んだのは「何となく」身近に感じ

たからです。環境を受け入れ、周りの人々に恵まれ、恩師

の薦めで「運良く」研究者になりました。ただし、「最後

は自分で」決断し実行しました。

快適で安全・安心な都市計画や防災対

策などに携わる省庁や地方自治体、社

会資本の整備などに携わる建設会社や

環境調査会社、また、大学院進学を経

て大学などの研究機関などへ卒業生を

輩出しています。

人々が生活している地域や都市部の防

災・環境保全から、宇宙開発における

月面基地の建設、惑星探査や海底都市

の建設、海底探査までの夢のある研究

です。研究室では、学生たちが自主的

に様々な実験・解析を日々行っていま

す。

研研究究かからら広広ががるる未未来来

私私のの学学問問へへののききっっかかけけ 卒卒業業後後のの未未来来像像

土土のの力力学学特特性性 ・・ 軟軟弱弱地地盤盤対対策策 ・・ 建建設設施施工工技技術術・・ 真真空空技技術術のの応応用用 ・・

水水質質底底質質浄浄化化 ・・放放射射性性セセシシウウムムのの除除染染

地すべり地の強度評価と対策
真空を利用した高含水比土の脱水・浄化工法の開発
吸水性高分子を用いた新しい基礎工法の開発
閉鎖性水域における水質・底質浄化工法の開発
水域・地盤環境における新しい調査法の開発 など

「農地・森林等の放射性物質の除去・低減技術の開発」（農林
水産省委託プロジェクト）

多孔質担持機能紙による水質浄化とその水域浄化フェンスへの
適用に関する研究（民間企業との共同研究、特許２件取得）

高含水比の軟弱地盤および汚泥の脱水に関する研究（マルチド
レーン真空脱水法、袋詰真空脱水法、エジェクター、民間企業
との共同研究、特許４件取得）

ラジオアイソトープを用いた浚渫埋立粘土の沈降堆積・圧密挙
動の評価に関する研究（科研費基盤研究（B)、民間企業との共
同研究）

吸水性高分子の膨潤・摩擦特性とその応用に関する研究（科研
費基盤研究（C)３件、民間企業との共同研究、特許２件取得）

新型真空ポンプ揚水装置の開発（民間企業との共同研究、特許
２件取得）

ドローン技術を応用した自律型水・空移動ステーションの開発
（民間企業との共同研究、特許２件取得）

など

 ICT技術や自動制御技術を取り入れた新しい調査装置・方法の開発と実用化
異分野・異種材料を建設技術・工法に応用するための研究

一面せん断試験装置（土および化学物質）

閉鎖性水域(諏訪湖)における底泥のサンプリン

グと湖底地盤の強度調査および密度検層

ウォーターバリア（水域浄化フェンス）

マルチドレーン真空脱水法

装置の一例 ドレーンに付着した底泥 脱水処理土 排出水（ろ過水）

除除雪雪のの苦苦労労をを解解消消－－ハハイイブブリリッッドド融融雪雪舗舗装装
人人とと環環境境ににややささししいい－－土土系系舗舗装装

河村研究室では、最も身近な土木施設である舗装、橋や建物などの構造物を支える地盤を対

象とした研究を行っています。豪雪地帯では、除雪作業が住民や自治体にとって大きな負担

となっています。舗装の熱伝導率を高めることによって環境負荷を低減したハイブリッド融

雪舗装の開発を目指しています。歩行者用舗装として公園や歩道に適用されている土系舗装

は、高い保水性のため積雪寒冷地ではひび割れなどの凍害劣化が懸念されています。凍害劣

化に強い土系舗装に必要な材料や施工法の開発を目指しています。

九州大学工学部卒業、同大

学院修了、信州大学工学部

助手、学内講師、助教、准

教授を経て、現職。

主な研究分野は、積雪寒冷

地に適した新たな舗装材料

の開発、土木用排水材の透

水特性の評価など。

教教授授河河村村 隆隆

中学生、高校生のとき、愛媛県から香川県に列車通学しま

した。通学列車の車窓から建設途中の瀬戸大橋や大橋に繋

がる鉄道の高架化の工事を見て、「土木工学」という分野

を意識するようになりました。子供の頃から図画工作やプ

ラモデルなどの「ものづくり」が好きだった私にとって、

土木分野は、つくるものが壮大で地図にも残る、つくるま

での過程も大規模である、ということで非常に魅力的でし

た。自分もそんな仕事に携わってみたいと思い、この分野

を選びました。

卒業生の多くは、国土交通省、県庁、

市役所などの官公庁（公務員）、建設

会社や建設コンサルタントなどの建設

業界、JRやNEXCOなどの交通インフ

ラ業界に就職し、土木技術者として地

域や社会に貢献しています。大学院に

進学する学生も年々増えています。

土系舗装、ハイブリッド融雪舗装のい

ずれも、冬季において凍結しない路面

を確保し、人や自転車がスリップ事故

の発生を抑制することを目指していま

す。本研究の成果は、人にも環境にも

やさしい歩行者用舗装として、健康長

寿が望まれる高齢化社会へも大きく貢

献できます。

高熱伝導な人造黒鉛を添加し、効率的な融雪を

実現。除雪負担を減らし、冬の安全な路面を確

保します。工学部キャンパスにも導入。

高い保水性で環境負荷を低減しつつ、独自の材

料・施工法で凍害を抑制。冬期も滑りにくい安

全な歩行空間を創出します。

研研究究かからら広広ががるる未未来来

私私のの学学問問へへののききっっかかけけ 卒卒業業後後のの未未来来像像

融融雪雪舗舗装装 ・・機機能能性性土土系系舗舗装装・・ 地地盤盤補補強強技技術術 ・・ 斜斜面面保保護護技技術術

土の保水特性と吸水特性の定量評価

土木用不織布によるキャピラリーバリアの斜面防災技術への適

用

土木用不織布の長期圧縮特性の定量評価

積雪寒冷地に適用した機能性土系舗装の開発

 X線CT画像解析を用いた土系舗装の凍結膨張による内部ひずみ

の定量評価と凍害劣化メカニズムの解明

人造黒鉛を添加した高熱伝導コンクリートの開発

高熱伝導型アスファルト舗装の開発と路面融雪技術などへの応

用（国土交通省助成金）

人造黒鉛を用いた融雪舗装に関する研究（民間企業数社との共

同研究）

機能性土系舗装の寒冷地への適用に関する研究（民間企業との

共同研究）

土砂災害防止に用いる排水用不織布の不均一性と圧縮クリープ

を考慮した透水係数の評価（科研費基盤研究(C)）
土系舗装の凍害劣化におけるX線CT画像解析と細孔径測定によ

る現象と機構の解明（科研費基盤研究(C)）
豪雨時の斜面防災技術のための高分子通気防水シートを用いた

キャピラリーバリアの構築（科研費基盤研究(C)）
圧密履歴の異なる粘土の収縮特性とその骨格構造の予測への応

用（科研費若手研究(B)）
補強材のクリープ変形に伴う補強土のせん断強度の増加特性の

評価に関する研究（科研費若手研究(B)）

凍結融解を繰り返した土系舗装サンプルのX線CT画像

初期状態 4サイクル目 10サイクル目

凍結して氷の中に閉ざされたサンプルをX線CTスキャナで撮影することによっ
て、サンプルの膨張変形や内部クラックを可視化。サイクル数の増加とともに、
膨張変形が大きくなり、内部クラックが発達していく。そのような過程を詳細に検
討することができる。

粒状の人造黒鉛を添加した無散水融雪舗装の表面温度

人造黒鉛無添加 人造黒鉛10%添加 人造黒鉛20%添加

熱伝導率の高い材料である人造黒鉛を添加したコンクリート舗装用を、長野県
内で事例の多い無散水融雪舗装（舗装内に地下水を循環するパイプを敷設）に
適用。屋外実験において融雪効果を確認した。
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From Soil Mechanics to Ground 
Environments : 
Disaster prevention and 
environmental conservation

My laboratory focuses on fundamental studies of soil strength and deformation. We
conduct laboratory tests, field investigations, and verification experiments to evaluate the
characteristics of soil, ground behavior, and the natural environment. We also develop
technology for decontaminating soil polluted by radioactive materials. Many of these
projects are joint research efforts with private firms.

2014 Professor
1995 Associate Professor,

Shinshu Univ.
1993 Research Associate,

Shinshu Univ.
1987 Research Associate,

Kyushu Univ.

Professor
Takeo Umezaki

I panicked and went blank on the first math problem of
my university entrance exam (the National Center for
University Entrance Examinations), even though I was
good at it. I worked backward from the end but still lost
80 points to simple mistakes. I "casually" gave up on my
initial major of choice and entered a civil engineering
program that felt "familiar." I accepted my situation and,
thanks to those around me and a mentor's
recommendation, "luckily" became a researcher. However,
"I made the final decision" and saw it through myself.

Graduates are working in
government agencies and local
government engaged in city planning
and disaster prevention measures, at
construction companies and
environmental research firms
engaged in improvement of social
capital, and at research institutions
and universities after graduate
school.

We conduct diverse studies on
fundamental soil mechanics and
ground improvement. Our research
spans from disaster prevention and
environmental preservation to more
ambitious projects like building a
lunar base and exploring planets.
Students in the laboratory are
actively involved in experiments
related to these tasks.

In the Future

Beginnings of my path to 
academia

After Graduation

Box shear test apparatus (soils and/or chemical 
materials)

Sampling of bottom sediments in enclosed 
water areas (Suwa Lake), surveys of strength 
of lake bottom ground and density log.


